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古い資料

ある秋の土曜日。

クラブの古い倉庫で――

ええと…この段ボール、
ずいぶん古いなあ。

Pattern for the 

San Francisco 

Conference 

1945

サンフランシスコ会議…ロータリーの冊子が、

なぜここに？ふっ…！

1942年 ロンドン

空襲の続く夜

爆弾が落ちる街で、戦争のあとの話を…？戦争のあとに何をするかを、
戦争中から考えておく。

それが私たちの奉仕だよ。

戦後の教育と文化の再建を話し合

うこの会議が、のちのユネスコ誕

生のきっかけになった。

Dumbarton Oaks

ロータリーは冊子を世界のクラブへ送り続けた。

会員みんなで話し合えば、よい世論が育つ――そ

れが信念だった。



1945年4月 ― 50か国が集まった春

招かれた42の団体 2 / 4

1945年4月 サンフランシスコ。50

か国の代表が集まり、国連憲章を

つくる会議が始まった。

ここが、あの会議の会場…！

R 

42団体

アメリカ政府は、代表団を助けるコンサルタント

として42の民間団体を招いた。そのひとつが、ロ

ータリーだった。

3席

11人が交代

席は一団体に三つだけ。ロータリーは11人の代表

を用意して、交代で席に着いた。

代表には事務総長、会長、歴代会

長、機関誌の編集長らが名を連ね

た。

あっ…みんな同じバッジ！

国は違っても、
同じバッジなら、

すぐに話せるんだ。

アフリカ、アジア、ヨーロッパ、南北

アメリカ――各国の代表団や顧問のな

かにも、ロータリアンがいた。

世界中に、
仲間がいる…！



1945年6月 ― 憲章がまとまる

憲章に刻まれたもの 3 / 4

国連憲章

49人
6月、国連憲章が署名された。この憲章

づくりを助けたロータリアンは、49人と

伝えられている。

The Rotarian 

Report from 

San Francisco

会議のあと、機関誌『The Rotarian』は会議

の様子を会員に報告した。世界のクラブで、

その歩みが読まれた。

国際理解

会議のあとも、ロータリーは国連の意義を会員と

その地域に伝え続けた。

国連総会の議長

5人

毎年「ロータリー国連デー」が開かれ、国連総会

の議長を務めたロータリアンは、これまでに5人に

のぼる。

現在も、ロータリーは国連の主要機関のひとつ「経済社会理事会

(ECOSOC)」で、非政府組織に与えられる最高位の諮問資格「総合諮問資

格」を持ち、代表たちが活動している。



そして、いま

世界を変える記録 4 / 4

はっと目を開けると、倉庫の床

の上。手には、あの小冊子があ

った。

古い紙の束じゃなかった。
世界を変えるために、

たくさんの人が積み重ねた

記録なんだ…。

今日の例会で、
みんなに話そう！

例会の日。ハルカは、倉庫で見つ

けた冊子をみんなに見せた。

ロータリーは、
戦争中から平和を

設計していたんです！

戦争のあとを、戦争中から考えた。
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ロンドン会議

(のちのユネスコ)
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世界機関を提唱

ダンバートン・

オークス冊子

サンフランシスコ
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おわり


